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１．目的 

無停電電源喪失時の給電可能時間を超える外部電源喪失時には，電源車を用いてリサ

イクル燃料備蓄センター内の計測設備や放射線監視設備等の電気を必要とする設備に給

電する計画である。また，電源車のバックアップとして据置発電機を有している。外部電

源喪失時に電源車から給電する場合の系統構成や運用について説明する。 

 

２．リサイクル燃料備蓄センターの電源構成 

電源車は，移動電源車接続箱に接続される。移動電源車接続箱は，420V 常用母線１と

ケーブルで接続される。420V 常用母線 1からは貯蔵建屋 420V 常用母線を経由して無停電

電源装置と貯蔵建屋内の必要な負荷に接続される。また，受変電施設 420V 常用母線２を

経由して，共用無停電電源装置と貯蔵建屋外の必要な負荷に接続される。 

無停電電源装置の給電時間を超える外部電源喪失時に，リサイクル燃料備蓄センター

内に給電する設備として電源車を有している。電源車とリサイクル燃料備蓄センター内

の電源系統を接続するために，移動電源車接続箱を有する。 

また，更なる信頼性を向上させるための設備（自主設備）として，据置発電機を有する。 

電源車は移動電源車接続箱を介して受変電施設 420V 常用母線１に接続される構成とし

ている。 

電源車で発電した電気は，無停電電源装置には受変電施設 420V 常用母線１と貯蔵建屋

420V 常用母線を経由して給電される。共用無停電電源装置には受変電施設 420V 常用母線

２を経由して給電される。 

リサイクル燃料備蓄センターの単線結線図を第２－１図に示す。 
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第２－１図 リサイクル燃料備蓄センターの単線結線図 
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７．電源車の固縛と移動について 

通常，電源車は津波による水没することを防止するために，リサイクル燃料備蓄センタ

ー南側高台に配備する。そのため，外部電源喪失時には，移動電源車接続箱が設置されて

いる受変電施設東側まで移動させる。 

また，電源車は竜巻による飛散防止のために，固縛装置にて固定を行うことから，移動

に際しては固縛装置を外す必要がある。 

移動に関する手順は以下の通り。 

 ①南側高台において，電源車の固縛装置を解縛する。 

 ②電源車を受変電施設南側に移動し，所定の場所に駐車する。 

③電源車を，固縛する。 

④電源車からケーブルを引き出し，移動電源車接続箱に接続する。 

 

８．電源車への給油方法 

(1) 外部電源がある場合の電源車の給油 

軽油貯蔵タンク（地下式）に設置される計量機には受変電施設から給電されることか

ら，電源車を軽油貯蔵タンクまで自走し，計量機を利用して燃料を給油する。 

(2) 外部電源喪失時 

①電源車にて 420V 常用母線に給電中に，軽油貯蔵タンク（地下式）で計量機を用いて

軽油用ポリタンクに軽油を入れる。軽油用ポリタンク（例）を第８－１図に示す。 

②軽油の入ったポリタンクを，計量機から受変電施設東側の電源車近傍まで運ぶ。 

③電源車を停止させ，電源車に付属する給油ポンプ（電源車の蓄電池を使用）を用いて，

給油を行う。電源車に付属する給油ポンプを第８－２図に示す。 

      

第８－１図 軽油用ポリタンク（例）     第８－２図 給油ポンプ 
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  なお，軽油貯蔵タンクの計量機の軽油用ポリタンクへの給油能力は 40L／分で，

200L をポリタンクに給油するために要する時間は 5 分程度である。計量機の容量は

400W 程度と小さいことから，電源車の出力や燃料タンクの容量の評価には影響しな

い。 

 

９．電源車への給油のタイミングについて 

  軽油タンクの容量は 250L（公称値）であり，軽油の残量約 80L 程度で燃料タンクレベ

ル低の警報が発生する。電源車の出力約 200kVA における燃料消費量は約 44.8L／ｈであ

り，タンクに 250L 入っていた場合に燃料低の警報が発生するまでに要する時間は，3.75

時間となる。燃料タンクは移動用のエンジンと共有しており，常に満タンになっていると

は限らないことから，外部電源喪失時に電源車へ燃料を給油するタイミングは燃料低の

警報が発生する近辺で行うものとし，3 時間を目安とした周期で給油を行うものとする。 

外部電源喪失時の電源車の必要容量は，添付 16-6 設備別記載事項の設定根拠に関す

る説明書（電気設備）において，200kVA と説明している。電源車の定格出力における燃

料消費量は，56L／hであることから，200kVAの負荷に給電しているときの燃料消費量は，

負荷容量に比例するものとして， 

C ＝Cn×P／Pn 

＝ 56× 200 ／ 250 

＝ 44.8 L／h 

 ここで，C：燃料使用量（L／h） 

     Cn：定格時の使用量（L／h） 

     Pn：定格出力（kVA） 

     P：電源車の給電時の出力（kVA） 

 

  電源車の燃料タンクに対する要求量は，３時間の運転に必要とする燃料消費量となる。

３時間の給電を可能とするために必要な容量としては， 

 V ＝ 3 × 44.8 ＝ 134.4 L 

 となることから，135L 以上を必要量とする。 

 

申請書別添Ⅱ 1.へ.2 電気設備 (2)基本仕様 c.電源車において，燃料タンクの仕様と

して 250L と記載しているが，先行電力の記載を参考に，135L 以上（250：公称値）に補

正する。要目表の当該箇所の変更案を，第９－１表に示す。（変更箇所を下線で示す） 
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第９－１表 電源車の燃料タンクの要目表変更案 

名 称 － 電源車 

燃

料

タ

ン

ク 

種 類 － 角型 

容 量 L 135 以上（250＊） 

個 数 － 1 

設 置 箇 所 － 南側高台（T.P.約 30m） 

                 ＊：公称値を示す 

 

また，添付書類３ 添付 15‐1 電気設備に関する説明書と添付 16-6 設備別記載事項

の設定根拠に関する説明書（電気設備）において，給油の間隔を 4時間としていること

から，補正を行う。 

 

１０．電源車の燃料タンク容量の検査について 

  燃料タンクの容量検査としては，燃料タンクから軽油を抜き取った後に，給油できる量

を確認することで，手順等の検討を進めている。 

  




